職務経歴書
20××年3月1日
四分野　三子
【職歴要約】
　　大学時代に祖母の介護と学業の共存がうまくできず統合失調症を発症し、大学を中退しています。最初に就職した会社では営業担当として従事しましたが、2年目から症状が強まり、上司と相談しながら数度の休職を経たものの、回復できず退職しました。その後二度就業しましたが、いずれも状態が安定しないため、病状の回復を優先し入院治療を行いました。回復後、〇〇就労移行支援事業所にてセルフケアのトレーニングを行うことで、状態の管理ができるようになったため、1か月の企業での実習を経て、就職活動を開始しました。
【業務能力とセルフケア力】
■業務能力：得意分野
・営業や広報の経験を活かし、見やすい文書を作成することができます
・第一印象で好感をもって頂くことができます（不安が強いときは難しくなります）
■業務能力：PCスキルなど
・Word、Excelの基本操作
・HTML
■セルフケア能力
・セルフケアツールを使用しての、状態把握および報告ができます
・障害を受容し、症状の特徴や必要な配慮を理解しています（自分トリセツ参照）
・回復や対処が必要な際には報告相談のうえ、配慮を要求することができます
【職務経歴詳細】
■20××年1月～20××年2月（1か月）　株式会社○○　（体験実習）
スタッフ数７名（男性5名、女性2名）、利用者数18名の高齢者デイケア施設にて、1か月間の体験実習として従事。
主な担当業務は、ご利用者送迎、サービス提供時のスタッフのサポート、配膳・片づけ、ご利用者の話し相手などに従事。
＜この業務でのアピールポイント＞

「働く喜び」

働くことに不安がありながら体験実習をスタートしました。最初は仕事を覚えて、指示をこなすだけで精いっぱい
でしたが、ご利用者の名前を覚えて話しかけていると、徐々に私を信頼して下さるご利用者が出てきました。
ミスをすることもありましたが「あんたが一生懸命にやってくれているのが伝わったよ」との言葉も頂きました。最終日には皆さんの前で日課の体操を担当させて頂き、自分も役に立てると感じました。今では働くことを嬉しく感じています。
　■20××年7月~20××年3月（8か月）　〇〇〇ファミリーレストラン　（アルバイト）

店長、副店長とアルバイト5名（男性3名、女性4名）の店舗にてホールスタッフとして従事。

主な業務は接客対応（注文受け、給仕、テーブル片づけ、待機顧客対応など）、店舗内外の清掃。

体調の悪化により退職。
■20××年10月~20××年5月（1年7か月）　NPO法人○○○　（契約社員）
国内外の難民を支援するNPO法人。22名の職員（男性8名、女性14名）の中で2名の広報担当のサポートとして従事。
主な業務はスケジュール管理、会議議事録作成、原稿作成、ホームページの更新作業。
　■20××年1月~20××年8月（1年7か月）　株式会社○○○　（正社員）
水道工事（詰まり、水漏れなどのトラブル対応）会社。16名の社員（男性11名、女性5名）の中で、3名の営業担当の一人として従事。
主な業務は問い合わせ（電話、メール）対応、担当エリアの周回（チラシやステッカー配布、過去顧客の訪問）など。
体調の悪化で入院し、3か月の休職を経て退職。
＜この業務でのアピールポイント＞
「営業上の工夫」
過去顧客の訪問に力を入れていた際に、お知り合いを紹介して頂いたことがあり、上司と相談
して顧客紹介のキャンペーンを行いました。トラブルがないときにはご縁を作りにくいお仕事
でしたが、無料で点検することで、結果新たな顧客の開拓に繋がりました。
以上
